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日高郡美浜町にある煙樹ヶ浜松林(約78ha)は潮風から農地や市街地を守っています。
5万本のマツ類で構成されており、海側から中央付近はクロマツが多くみられます。内陸はアカマツが
多いものの広葉樹に置きかわりつつあります。一部には外国産のマツが植栽されています。
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関係機関が協

力して調査を実施しました（p8 参照）。

（法眼ら 2021 p8 参照）。
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地球環境保護のため、
植物油インクを使用しています。

トピックストピックス

■クマノザクラの保全と活用に向けた雑種判定と
効率的育成手法の開発（R4～R6）
　クマノザクラは、紀伊半島南部で発見された野

生種です。三月中旬に見頃を迎え、美しい花を咲

かせることから、新たな観光資源としての活用を

期待されています。しかし、植栽された染井吉野

などとの交雑が確認されるなど、種子での増殖で

は種の存続を脅かす恐れがあります。そこで実生

苗木の遺伝子を分析して、染井吉野などの園芸品

種の遺伝子が含まれていな

いかなど、雑種判定技術の

確立を目指します。また、

効率の良い育成条件の解明

も併せて行っていきます。

（経営環境部　松久保）

　　　　　　　　　　　

■ヒサカキの新たな病害「枝葉枯れ症状」防除技
術の早期確立（R4～R6）
　本県のヒサカキは国内有数の生産量を誇り、関

西市場で仏花・供花として多くの需要がありま

す。しかし、近年各地の栽培地でヒサカキの枝葉

が枯れる被害が急速に広がっています。新種の病

害である可能性が高

く、罹病すると樹勢が

衰え枯死に至ることか

ら収量が減り、産地の

維持が危ぶまれていま

す。現在、登録農薬がなく、有効な防除対策もな

いことから、特性の異なる複数の殺菌剤の農薬登

録へ向けた試験を実施し、防除技術の早期確立を

目指します。　　　　　　（特用林産部　田中）

　「森林防疫」誌第70巻（2021年）に掲載された

論文「煙樹ヶ浜松林におけるマツ類枯死木の増加

要因について」が、森林防疫賞林野庁長官賞を受

賞しました。2018年の台風21号の潮風害によりマ

ツ類の枯死が増加したことを明らかにし、今後の

対応策まで指摘したことが評価されました。著者

は当試験場：法眼利幸、共著者は同場：山下由美

子、和歌山工業高等専門学校：米光　裕、和歌山

県：五味裕和・大森悠也、美浜町：津村直希です

（所属は論文掲載当時）。なお、法眼主任研究員

は2020年（掲載2019年）のクビアカツヤカミキリ

に関する論文に続いて2度目の受賞となります。

（経営環境部　大谷）

★新人紹介★

　今年度新規採用されました松久保康輔（写真右）

です。クマノザクラの保全と活用に向けて、〝ク

マノザクラらしさ″に関わる遺伝子の分析研究を

担当しています。樹木にかかわる仕事は初めてで

すので、職場内外から見聞きして様々なことを学

んでいきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

　同じく新規採用されました鈴木大輔（左）です。

今は、わからないことばかりで手探りなことも多

いですが、より良い研究補助ができるよう知識や

技術の向上に努めます。よろしくお願いします。

令和４年度 新規研究課題がスタート！

法眼主任研究員と山下主査研究員が
「森林防疫」論文で林野庁長官賞を受賞！


